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1.は じめ に

グ ロ ーバ リゼ ーシ ョン(910balization)と エ ンパ イ ア(empire)そ れ に イ

ンペ リ ア リズ ム(imperialism)に つ い て の論 議 が 盛 ん で あ る 。 グ ロ ー バ リ

ゼ ー シ ョ ンは1980年 代 初 め か ら使 わ れ 始 め た比 較 的新・しい 用 語 で あ る。(1)

そ れ に対 してエ ンパ イ アは古 くか ら使 わ れ て い る用 語 であ るが,最 近 の エ ン

パ イ ア論 の火 付 け役 は イ タ リア の社 会 科 学 者 で 実 践 家 の ア ン トニ オ ・ネ グ リ

とそ の 若 い 同僚 マ イ ケ ル ・ハ ー トが2000年 に出 版 した 『エ ンパ イ ア』 で あ る。

火 に油 を注 い だ の が,2001年9月11日 の事 件 に対 す る ア メ リカ合 衆 国(以 下,

米 国 と略 称)の 対 応 で あ る。 こ の事 件 の あ と米 国 は帝 国 に変 貌 した との 説 が

あ る。 この こ と と関連 して イ ンペ リア リズ ム も論 議 の対 象 とな っ て い る。

そ こで 本 論 文 で は初 め に グ ロ ーバ リゼ ー シ ョ ン とは何 で あ るの か を考 察 し,

そ れ が多 義 的 な概 念 で あ る こ とを明 らか にす る。 つ いで,エ ンパ イ ア とは何

で あ るの か を検 討 し,欧 米 で使 われ て い る エ ンパ イ ア とい う用 語 と 日本 で使

わ れ て い る帝 国 とい う用 語 の意 味 内 容 は完 全 に は一 致せ ず,帝 国 はエ ンパ イ

ア の意 味 の 一 部 で あ る こ とを指摘 す る。 そ の あ と,イ ンペ リア リズ ム とは何

で あ る の か を歴 史 的 に検 討 し,イ ンペ リア リズ ム が きわめ て 政 治 的 な用 語 で
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ある こと・イ ンペ ワア リズ ムの時代 が第二 次大戦後 に終 わ った こ とを解 明す

る。 それが い まふ たた び蘇 ってい る。 それ との 関連 で最後 に米国 は帝 国か,

そ の政策 は帝国主義かの問題 を検討 す る。

2.グ ロ ーバ リゼ ー シ ョン と は何 か

英 国 ウ ォー リ ック大 学教 授 ヤ ン ・アー ト ・ス コ ウ ル トは2001年 に出版 され

た ジ ョン ・ベ イ リス/ス テ ィー ヴ ・ス ミス編 著 『世 界 政 治 の グ ローバ リゼ ー

シ ョ ン』 の なか で 「グ ローバ リゼ ーシ ョン と は世界 を一 つ の場 所 にす る こ と

で あ る」 と規 定 し,グ ロ.___バリゼ ー シ ョ ン を世 界 を一 つ に す る大 き な概 念 と

して 捉 え て い る。 そ して1990年 代 に発 表 され た グ ロー バ リゼ ーシ ョ ンにつ い

て の多 様 な考 え を紹 介 して い る。(2)

そ こで は グ ロ ーバ リゼ ーシ ョン は多 義 的 に捉 え られ て い る。 ロ シ アで も同

じよ う な傾 向 が見 られ る。

ロ シ ア科 学 ア カ デ ミー世 界 経 済 国 際 関係 研 究 所 主 任 研 究 員VJ.ク ズ ネ ツ ォ

ー フ は1998年2月 に発 表 した 論 文 「グ ロ ー バ リゼ ーシ ョ ン とは何 か 」 で グ ロ

ーバ リゼ ーシ ョン とい う用 語 は多 義 的 で あ り
,さ ま ざ まな専 門分 野 で さ ま ざ

まな 意 味 で使 われ て お り,関 心 事 もそ れ ぞ れ の専 門分 野 で 異 な る こ と を明 ら

か に して い る。

た と えば,経 済学 の分 野 で は財 政 の グ ロ ーバ リゼ ーシ ョン,地 球 的多 国籍

企 業 の 形 成,経 済 の地 域 化,世 界 貿 易 の増 大,収 敏 傾 向 の5傾 向 に関 心 が 払

われ て い る。

地 理 学 の 分 野 で は グ ロー カ リゼ ー シ ョ ン(910ckalization)と 「経 済 群 島」,

と くに,巨 大 都 市 連合 の形 成 の2現 象 に注 意 が 払 わ れ て い る。 グ ロー カ リゼ

ー シ ョ ン とい うの は グ ロー ク(鐘)か ら由来 して お り
,鐘 の音 が 聞 こえ る 限

られ た 領 域 内 にお い て トラ ンス ナ シ ョナ リゼ ー シ ョ ン(transnationalization)

の過 程 が 進 行 して い る こ とを意 味 し,そ こで は集 中化 と地 域 的 な経 済 利 益 を

両 立 させ る こ との で き る統 制管 理 シス テ ム の創 設 が 考 え られ て い る。

歴 史学 の 分 野 で は幾 世 紀 に もわ た る資 本 主 義 発 展 の多 くの段 階 の一 つ と し

て グ ロ ーバ リゼ ーシ ョ ンの性 格 が検 討 さ れ て い る。 国際 関係 研 究 の分 野 で は

冷 戦 の終 結,ト ラ ンス ナ シ ョナ リゼ ー シ ョ ンの 急 速 化,各 国 の相 互 依 存 の強
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化,国 際秩 序 の形 成 な どに主 要 な関心 が寄 せ られ て い る。 社 会 学 の 分 野 で は

人 々の 生 活様 式 の接 近,哲 学 の 分野 で は 人 間 の価 値 の普 遍 化 の 問 題,工 学 の

分 野 で は テ ク ノ グ ロ ーバ リズ ム が論 議iされて い る。(3)

と ころ が,2003年 に ロ シ アで発 刊 され た ロ シア語 の グ ローバ リゼ ー シ ョ ン

に関す る百科 事 典 で は グ ロバ リザ ー ツ ィア(グ ローバ リゼ ー シ ョ ン)の 項 を

3人 の筆 者 が そ れ ぞ れ別 々 に書 い て い る が,グ ロ ーバ リゼ ー シ ョ ンは 主 と し

て経 済 ・財 政 ・情 報 の 一 体 化 と して経 済 的 に捉 え られ て い る。(4)

さ らに,A.ズ ーエ フ とL.ミ ャス ニ コ ー ワ も2004年8月 に発 表 した 論 文 「グ

ロ ーバ リゼ ー シ ョ ン:語 られ る こ との少 な い諸 側 面 」 に お い て,20世 紀 末 か

ら21世 紀 初 め にか け て の世 界 経 済 文 化 は イ ン ター ナ シ ョナ リゼ ー シ ョ ン,グ

ローバ リゼ ーシ ョ ン,イ ンテ グ レ ー シ ョンの よ うな制 度 的過 程 に よ って 形 成

され て お り,こ の うち イ ン ター ナ シ ョナ リゼ ー シ ョンが もっ と も古 い 過 程 で

あ り,グ ロー バ リゼ ー シ ョンは生 産 圏へ の イ ン ター ナ シ ョナ リゼ ー シ ョンの

拡 大 で あ る と して い る。(5)

この よ う に ロ シ アで は グ ローバ リゼ ー シ ョンを多 義 的 に捉 え る傾 向 が あ る

もの の,ま だ概 して 経 済 的 側 面 に重 点 が お か れ て使 用 され て い る。

そ れ で は私 は グ ロー バ リゼ ー シ ョン とい う用 語 を どの よ うに理 解 し よ う と

して い る の で あ ろ うか 。 私 は グ ローバ リゼ ーシ ョンを 「地 球 一 体 化 」 と訳 し

てお り,そ れ を科 学技 術 的 ・経 済 的 ・政 治 的 ・社 会 的 ・文 化 的 に総 合 して捉

え た い と思 っ て い る。

私 は地 球 の 一体 化 は別 に突 然,昨 日 ・今 日に始 ま っ た こ とで は な く,人 間

が この地 球 上 に住 む よ うに な っ た と きか ら始 まっ て い る と考 えて い る。

人 類 の歴 史 は お よそ700万 年 前 に 始 ま り,そ の こ ろ に ア フ リカ に生 息 して

い た類 人 猿 が い くつ か に枝 分 れ し,そ の 一 つ が現 生 人 類 の 先 祖 へ と進 化 した

とい わ れ て い る。 人 類 は 最 初 の500万 一600万年 は ア フ リ カ大 陸 で 生 活 し,人

類 が ア フ リカ大 陸 を離 れ て 東 南 ア ジ アの ジ ャ ワ島 で暮 らす よ うに な っ た の は

約100万 年 前 ま た は180万 年 前 とい われ て い る。 こ の 間 に 人類 は約400万 年 前

に直 立姿 勢 を取 り始 め た 。 人 類 が ヨー ロ ッパ 大 陸 で生 活 す る よ うに な るの は

約50万 年 前 で あ る。 この 時期 か ら人類 は石 器 と火 を使 う よ うに な り,13万 年

前 こ ろか ら ヨー ロ ッパ と西 ア ジ ア に ネ アデ ル ター ル人 とい わ れ る人 類 が 住 ん
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でいた といわれている。

人類 の歴 史 は約5万 年前 に大 きく変化 した。約4万 年前 に ヨー ロッパ に現生

人類 の骨格 を もつ クロマニ ヨン人が 出現 した。 この ころの人類 は生物学的 に

も行動学 的に も現代人 となん ら変 わ らぬ人 た ちであ った といわれている。約

1万3000年 前,最 終氷河期 が終 わった時点 で 人類 はア フ リカ,ヨ ー ロ ッパ,

アジァ,オ セ アニア,ア メ リカな ど地球上 の多 くの地 で暮 らす ようになった。

人類 はみ な狩猟採取生活 を送 っていた。(6)

この ように人類 はアフ リカで誕生 して以来t長 い年 月 をか けて地球 の各地

に移住 し,定 住す る ようにな り,地 球 の一体化 が始 まっ た。 しか し,私 は こ

れ まで これ を グローバ リゼ ーシ ョンとは言 って こなか った。私が これ まで グ

ローバ リゼ ーシ ョンの始 ま りと考 えて きたのは,1492年 にコロ ンブスが ヨー

ロ ッパか ら大西洋 をこえてアメ リカに到達 し,ヨ ー ロ ッパ大 陸 とアメ リカ大

陸がつ なが った ときである。 その後 ヨー ロ ッパ人 は東 と西か ら太平洋へ と向

かい,1854年 に日本 を開国 させ た ときにグ ローバ リゼ ーシ ョンの最初 の段 階

が終 わ り,地 球が 一つ に なった と考 えて きた。 そ の後 の段 階 は グ ローバ リ

ゼ ーシ ョンの深化 の時期 である。

グ ローバ リゼ ーシ ョンを促進す る うえで科学技術 の発展,な かんず く運輸

通信 手段 の発 達が与 える影響 は きわめ て大 きい。 この点で米 国ニ ュージ ャー

ジー州 立 ラ トガ ース大学 地球 的変化統 御 セ ン ター所 長 ラー ングホ ン教授 が

2001年 に上梓 した 『グ ローバ リゼ ーシ ョンの到 来:そ の進化 と現在 の結 果』

は大変示 唆的で ある。彼 は次の よ うな説 を展 開 してい る。

グ ローバ リゼ ーシ ョンは蒸気機 関車 の発 明か らイ ンター ネ ッ トにまで続 く

コ ミュニケー シ ョンズ革命(communicatiOnsrevolution)に よって引 き起

こされた もので あ り,技 術 進歩 の最新 の段 階であ る。 この革命 は三つ の段階

に分 け られ る。第一 は1820年 代 に蒸気機 関車 が発 明 されてか ら20世 紀 の第二

次大戦が始 まる までの長 い期 間であ る。第二 は第二次大戦 中か ら戦後 にかけ

ての時期 であ る。第三 は1970年 代 の イ ンターネ ッ トの 開発 か ら今 日までであ

る。

第一の段 階 は1820年 代 にロバ ー ト・ステ フェ ンソ ンが レールの上 を走 る車

両 にエ ンジ ンを付 けるこ とに成功 した ときに始 まった。鉄 道 は ヨー ロ ッパ と
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北 アメ リカ とイ ン ドで急速 に発展 した。 これは三つ の重大 な変化 を もた ら し

た。 第一 は工業その ものの基盤 を作 り出 し,工 業活動 の範 囲を拡大 した。 第

二 は物 と人の輸 送の量 と速度 と距離iを飛躍 的に拡 大 した。第三 はニ ュー ス と

技術情報 を以前 には考 え られ なか つた ような速 さで運ぶ ようになった。

さ らに電信 が発 明 され た。 かつて3か 月 を要 したロ ン ドンか ら北 京へ の メ

ッセー ジの伝 達が3分 でで きる ように なった。 電信 の発 明以降 コ ミュニ ケー

シ ョンの諸 手段 の発達 は二つ の道 をた どっ た。一つ は鉄道,船 舶,自 動車,

飛行機 とい う人 と物 の輸送手段 の発達で ある。 もう一つ は電信,電 話,無 線

電話 とい う通信 手段 の発 達であ る。1876年 にグ ラハ ム ・ベ ルが電話 を発 明 し,

1890年 代 にエ ジソ ンが これ を改良 した。鉄道 と電信 は政府 の所 有 に帰 した。

19世 紀以後 の鉄 道 と電信,電 話 と自動車 は国内の供給者 に よって充足 され

る一 国規模 の市場 を作 り出 した。 国内の新 聞に よって提供 され るニュース を

一 国規模 で共有 す る状 況が生 まれ た
。文化 と交易の シ ンボルを共有す る社 会

のブ ラン ド化 が もた らされた。

第二 の段 階は第二次大戦 中に始 まった。二つ の発達 の道が軍事 目的で一つ

につ なが った。 ジェ ッ トエ ンジ ンが 開発 され,戦 争 末期 に は ドイ ツがV2ロ

ケ ッ トを作 り出 した。戦後,ロ ケ ッ ト技術 が改良 され,人 工衛 星 を地球 を回

る軌道 に打 ち上 げ られ るようになった。 これ と以前 に開発 され た電話 を結 び

付 ける ことによって地球全体 をカバーす る信 頼 で きるコ ミュニ ケー シ ョン網

が確立 した。電話 はそれ まで短距離か 中距離 に限定 されて いたが,い まや主

要 な コミュニケー シ ョンズのチ ャ ンネル となった。

第三 の段 階は1970年 代 に急 速 に発展 した。マ イクロチ ップスの発 展 によっ

てス ピー ド,量,効 率 とい う点で変容 した コンピューターが シス テムの管 理

者 として,ま た,伝 達者 と して応用 され る ようになった。 イ ンター ネ ッ トが

そ の結果 であ る。今 日では フ ァクス,e一 メール,そ れ に情報 と意見 の貯蔵 と

交換,電 子商業取 り引 き,娯 楽 な どを含 む イ ンター ネ ッ ト活動 の装備 一式 が

利用で きる ようになった。

コ ミュニ ケー シ ョンズ革命 の進展 は人間の社会 を大 きく変 えた。 国家 の規

模 が劇的 に大 き くなった。17世 紀 以降,支 配者 と政府の権力 と権威 は急速 に

強化 された。18世 紀 の ヨー ロ ッパ で は中央 か ら辺境 までお よそ5日 以 内 で旅
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行で きる広 さが国家の適正規模 とされた。 フ ランスが適正 規模 であ った。

コミュニケー シ ョンズのス ピー ドが増大す るに ともなって国家 の適正規模

も拡大 した。17世 紀末か ら19世 紀 末 にいたる国際政治 と戦争 の多 くは この変

化 の結果であ った。国内政治 の争乱 もそ うで あった。

政府 と行政が効果的 にその領域 を統 治 してい た二つ の国に領域 の拡大が利

益 を もた らした。米国 とロシアである。 これ らの 国はす でに広大 な領土 をも

っていたが,新 しい コ ミュニケー シ ョンの機構 を装備 す るや いなや,規 模 の

大 きさが もた らす 資源,人 口,戦 略 におけ る利益 を享受 で きる ようになった。

ドイ ツ と日本 は工業 革命 か ら利益 を得,そ れぞれの地域 で もっ とも強力 と

なったが,新 しい領土 を付 け加 えない限 り,そ れ以 上前進で きなか った。領

土 を拡大 したい とい う ドイッ と日本 の試 み を米国 とロ シァは撃退 した。

1955年 にア イゼ ンハ ウアー とフル シチ ョフが ジュネー ブで会 したあ と広大

な領土 を有す る米 国 とソヴェ トはある種 の均衡 に達 した。 これが冷戦時代の

不毛 な安 定 を もた らした。 ところが,こ の安 定 が崩 れ,ソ ヴ ェ トは崩壊 し,

米国 は揺 らいでい る。 なぜか。 それは コ ミュニケー シ ョンズ革命 の第三段階

が コ ミュニケー シ ョン手段 を政府 の統制 をこえた もの に したか らで ある。現

在,人 間社 会の制度 は完全 な再構築 へ と向か って いる。

冷 戦の終結 は全世界統一的 なコ ミュニケー シ ョンズ ・シス テムの 出現 に負

い,ソ ヴェ トが崩壊 し,米 国が 「訳 の分 か らない弱 さ(puzzlingweakness)」

を見せ てい るの はグローバ リゼ ーシ ョンの結果 であ る。(7)

私 は ラー ングホ ンの この考 え方 に基本 的 に賛成 であ る。 ラー ングホ ンは,

現在 の世界 が直面 してい るの は,ロ ー マ ン ・エ ンパ イアの崩壊,中 国王朝の

成功裏 の解体,ヨ ー ロ ッパ のルネ ッサ ンス や宗教 改革 の時期 が もた らした も

の に匹敵す るか,ま たは,そ れ以 上 に強 い興 味 をそ そる ものであ る,と 述べ

てい る。 さ らに,彼 は新 しい環境へ の新 しい対応 は,必 要 と事態 に応 じて進

化 的 に行 なわれ るであろ うし,事 態 の流 れ を変 え ようとした り,そ れ に抵抗

す る試み は失敗す るであろ うし,暴 力 的 な環境 の もとでは失敗す るであろ う,

と指摘 してい る。(8)

私 も地 球社会 は現在大 きな歴史 的な転換 点 にあ る と考 えてい る。一つ は工

業社 会 か ら知識 清報社会への転換 であ り,も う一 つ は第二次大戦 後の国際秩
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序 で あるヤル タ ・ポ ッ ダム体 制か ら新 しい21世 紀 地球秩序へ の転換 で あ る。

そのなかで 日本 につ いて言 う と,第 二次大戦後 の 自由民主 党 による支配体 制

か ら新 しい支 配体 制へ の転換 である。 この三つ の転換 は相互 に関連 して進行

している。,

以上 を要約 す る と,グ ローバ リゼ ーシ ョンは多義 的な概念 であ り,そ の始

ま りの時期 につい て もさまざまな論が ある。 しか し,こ こでは1492年 の コロ

ンブスのアメ リカ大 陸到達以 降を視野 に入 れ,19世 紀 以降におけ るコ ミュニ

ケー シ ョンズ 革命 の進展 を考慮 しなが ら,と くに1970年 代 以 降 のIT(情 報

技術)革 命 に ともな う急速 な地球 の一体化 をグローバ リゼ ーシ ョンとして理

解す るこ とにす る。

問題 は現 に到 来 しつつ ある新 しい知識情報社会が いかな る社会 で あるのか,

新 しい21世 紀 の地球秩序 がいかな る秩序 となるのか,新 しい 日本 の体 制が い

か なる体 制 となるのかであ る。 そ こで出て きてい るのが世界 を統御 す る新 し

い統 治体制 として のエ ンパ イアである。次 に この問題 を検討す る。

3.エ ンパ イア とは何 か

ネ グ リ とハ ー トは 『エ ンパ イ ア』 の 冒頭 で次 の よ うに述 べ てい る。 「エ ン

パ イア が,私 た ち の ま さ に 目の前 に}姿 を現 わ して い る。 この 数 十 年 の あ い

だ に,植 民 地体 制 が 打 倒 され,資 本 主 義 的 な世 界 市 場 に対 す る ソ ヴ ェ トの 障

壁 が つ い に崩 壊 を迎 え た す ぐあ とに,私 た ちが 目 の 当 た りに して き た の は,

経 済 的 ・文化 的 な交 換 の,お さえ きれ な い,逆 転 で きない グ ロー バ リゼ ー シ

ョンで あ る。 グ ロ ーバ ル な市 場 と生 産 の グ ローバ ル な 回路 とと も に グ ローバ

ル な秩 序,支 配 の 新 しい 論 理 と構 造,要 す る に,統 治 権(sovereignty)の

新 しい形 態 が現 れ て い る。 エ ンパ イ ア は これ らの グ ローバ ル な交 換 を効 果 的

に調 整 す る 政 治 的 主 体 で あ り3世 界 を統 御 す る統 治 権 力(sovereignpower)

で あ る。」(9)

彼 らは続 い て エ ンパ イ ア とい う用 語 を現 在 の世 界 秩 序 をかつ て の ロ ーマ や

中 国 の エ ンパ イ ァ と比 較 す る よ う な隠 喩(metaphor)と して で は な く,概

念(concept)と して 用 い て い る と述 べ,エ ンパ イ ア を具 体 的 に次 の よ う に

提 示 して い る。
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そ れ は 次 の 三 つ の 層(tier)か ら成 る ピ ラ ミ ッ ド型 の構造 で あ る。 最 上層

の 第一 の 層 もまた 三 つ の水 準(bevel)に 分 か れ る。

ピ ラ ミ ッ ドの 狭 い 頂 点 に あ る の は 超 大 国(superpower)の 米 国 で あ る。

米 国 は力(force)の グ ロ ーバ ル な使 用 に対 し て ヘ ゲ モ ニ ー を持 っ て い る。

超 大 国 は 単独 で も行 動 で きるが,国 際 連 合(theUnitedNations)の 傘 の も

とに他 と共 同 して 行 動 す る こ とを好 む。 この特 異 な地 位 は冷 戦 の終 結 と と も

に決 定 的 に もた らされ,湾 岸 戦 争 にお い て最 初 に確 認 され た 。

ピ ラ ミ ッ ドの 幅 が や や広 が って い る第 一 の 層 の 二 番 目の水 準 には,主 要 な

グ ロ ーバ ル な通 貨 諸 機 関 を統 制 し,そ の こ と に よ り国 際 的交i換 を調 整 す る こ

との で きる諸 ネ ー シ ョ ン ・ス テ ー ト(natiOn-StateS)の 一 集 団 が い る。 これ

らの ネ ー シ ョ ン ・ス テ ー トは,G7(先 進7か 国 首 脳 会 議),パ リ ・ク ラ ブ

(主 要 債 権 国会 議),ロ ン ドン ・ク ラブ(民 間銀 行 債 権 者 会 議),ダ ヴ ォス 会

議(世 界 経 済 フ オー ラム)等 々の 一 連 の組 織 体 に集 い,結 束 して い る。

第 一 の層 の 三 番 目の水 準 に は,軍 事 の水 準 や 通 貨 の 水 準 で ヘ ゲ モ ニ ー を行

使 して い る の と多 か れ少 な か れ 同 じ権 力(power)を 含 む諸 連 合(associa-

tions)の 種 々雑 多 な集 ま りが あ り,グ ロ ー バ ル な水 準 で 文 化 的 で生 政 治 的

(biopolitica1)な 権 力 を使 っ て い る。

第 二 の 層 は トラ ンス ナ シ ョナ ル な資 本 主 義 的 企 業(transnationalcapital-

istcorporations=多 国籍 企 業)が 世界 市 場 を通 して拡 大 して きた ネ ッ トワー

ク,す な わ ち,資 本 の 流 れ,テ ク ノ ロ ジー の 流 れ,人 ロ の流 れ な どの ネ ッ ト

ワー ク に よ って 主 と して構 造 化 され て い る。

この 第 二 の 層 の なか に は,し ば しば多 国 籍 企 業 の 権 力 に従 属 す る もう一つ

の水 準 が あ り,そ こ に は い まや地 方 的 な領 域 的 な 組 織 に な っ て い る0般 的 な

一連 の ネ ー シ ョ ン ・ス テ ー トが あ る
。

ピ ラ ミッ ドの 第 三 の もっ とも広 い層 に は,グ ロ ー バ ル な権 力 配 置 の な か で

民 衆 の利 益 を代 表 す る諸 集 団 が い る。 多 様 な 人 ・々(multitude)は グ ローバ

ル な権 力構 造 の なか に直接 組 み込 まれ る こ とが で きず,代 表 制 の機購 を通 し

て濾 過 され な け れ ば な らない。 多 くの場 合,こ の代 表 制 の機 構 の役 割 を果 た

す の は ネ ー シ ョ ン ・ス テ ー ト,と くに,従 属 的 な 国 家 また は小 さな 国家 で あ

る。 この 他 に メ デ ィ ァや 宗 教 団体,そ れ に 最 近 で は 非 政 府 組 織(non-gov一
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ernmentalorganizations=NGO)が あ る。(10)

ネ グ リ とハ ー トが い うエ ンパ イ ァ とは,上 層 部 に米 国 を は じめ とす る大 国

家 と国 際 通 貨 機 関,中 層 部 に多 国籍 企 業 と中 国家,下 層 部 に多 様 な人 々 の代

表組 織 と小 国家,非 政 府 組 織 が 存 在す る ピ ラ ミッ ド型 の組 織 で あ る。

ネ グ リ とハ ー トの この書 は決 して 読 み や す い 書 で は な い。 日本 の 政 治 学 者

加藤 哲 郎 は,こ の 「ポ ス トモ ダ ンの 資 本 論 」 は,マ キ ア ヴ ェ リ,ス ピ ノザ,

ニ ーチ ェ を く ぐっ て マ ル ク ス を復 権 し,フ ー コ,ド ゥル ー ズ の 「生 権 力

(bio-power)」 概 念 を使 っ て鋳 直 した もの と評 し,ネ グ リ=ハ ー トの 「帝 国 」

とは,い わ ば裏 返 しの 「世 界 政 府 」 で あ る,と 述 べ て い る。(11)

私 もネ グ リ とハ ー トの エ ンパ イ ア 論 は グ ロー バ リゼ ーシ ョ ンの 時 代 にお け

る新 しい 地 球秩 序 論 で あ る と考 え て お り,欧 米 人 の ネ グ リ とハ ー トが これ を

エ ンパ イ ア と名 付 け るの は分 か るが,日 本 人 が こ れ を帝 国 と訳 す こ と に は疑

問 を感 じて い る。 私 た ち 日本 人 が 日常 的 に使 っ て い る帝 国の概 念 は ネ グ リ と

ハ ー トが使 っ て い るエ ンパ イ ア の概 念 と は著 し く異 な って い るか らで あ る。

そ こで英 語 のempireと 日本 語 の 帝 国 が もつ 意 味 を検討 す る。

三 省 堂 の 『コ ンサ イス 英 和 辞 典 』(2001年 版)に よる と,empireは,帝 国

(そ の 元 首 はemperor);(皇 帝 の)主 権,統 治,支 配;巨 大 な企 業 系 列 な

ど と訳 され て お り,定 冠 詞Theを つ けて 大 文 字 で 始 ま るEmpireが 神 聖 ロ ー

マ 帝 国,大 英 帝 国 と され て い る。 研 究 社 の 英 和 辞 典 『NewEnglish-Japan-

eseDictionary』(1960年 版)に よる と,empireは,こ れ らの 意 味 の 他 に,

(海外 の)広 大 な版 図[植 民 地】(vastdornain)な ど も意 味す る。

これ に対 して岩 波 書 店 の 『広 辞 苑 』(1969年 版)で は,帝 国 は(empire)

皇 帝 の統 治 す る国家;大 日本 帝 国 の 略,と な っ て い る。 つ ま り,英 語 で は エ

ンパ イ ア はemperorの 支 配 と関 連 した こ との他 に巨大 な 企業 や広 大 な版 図 を

意 味 して い るの に対 して 日本 語 で は もっ ぱ ら皇 帝 の支 配 と関係 して い る。 こ

こ に英 語 のempireと 日本 語 の 帝 国 の 意 味 の 違 いが あ る。

古 代 ロー マ 帝 国 の研 究 者 吉 村 忠 典 は 『古 代 ロ ー マ 帝 国 の研 究 』 で 「帝 国 」

とい う言 葉 が18世 紀 末 の 日本 で 忽 然 と発 生 した こ と,こ れ は初 めお そ ら くオ

ラ ン ダ語 の 「ケ イゼ レイ ク」 の 直 訳 と して生 じた が,ほ どな く英 語 の 「エ ン

パ イ ア」 の訳 語 と され,の ち にあ たか も 「エ ンパ イ ァ」 の本 来 の訳 語 で あ る
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か の ように思 われ るにいた った こ と,こ のため に 「エ ンパ イア」 は皇帝 を必

要 としない に もかがわ らず,「 帝 国」 と訳 される こ とに よって歪 ん だ 「帝 国

(エンパ イア)」 の観念が生 じ,人 々の世界 史認 識 を非常 に混乱 させ た ことを

指摘 している。

吉村 は さ らに 「エ ンパ イア(ラ テ ン語 で はイ ンペ リウム)」 の語 の起源 を

た ど り,歴 史的 には,エ ンパ イアの特 質 は支 配の主体が 「エ ンペ ラー」 と称

す る ところにあ るので はな く,む しろ支配 の客体 が,主 体 の外 部にあ る複数

の 「国 ぐに」(さ まざ まな種類 の政 治集 団)で あ る ところ にあ る,と 主張 し

てい る。そ して,吉 村 は 「ローマ ン ・エ ンパ イアは,原 則 と して,古 典 的な

形 で は ローマ とい う共和 制的 な一 あ るい は共和 制 であ る と主張す る一 「国」

が複 数 の 「国 ぐに」(civitas)を 支配す る もの であ り,神 権 政 治的 な ところ

の ない,そ の意味で世俗 的な性格 の もので あった。」 と述べ てい る。(12)

つ ま りs英 語のエ ンパ イァ とは皇帝 の支 配す る国家 を意 味す る もので はな

い。 ローマ ン ・エ ンパ イア は共和 制で あった。それが 日本 で はエ ンパ イアが

帝 国 と訳 され る ことによってエ ンパ イアは皇帝 の支配す る国 とい うこ とにな

り,世 界史認識 を誤 らせた とい うので ある。私 はその通 りであ る と思 う。私

はい まのエ ンパ イア論議で も英語のエ ンパ イア と日本語 の帝国の違いが十分

に認識 され ないで進め られてお り,そ の こ とが議論 を混乱 させ ている と思 っ

ている。

経済 史の研 究者 山本有 造 は 『帝国の研 究 』で 「帝 国」 とは,皇 帝の強力統

治 の下 にあ る多民族国家,単 一王国 を越 えた超 域連合,メ トロポール と従属

地か らなる支配一非支配の システム,あ るい は近 隣…諸 国に独善 的支配権 を振

う超大 国な どをあげ,「 帝 国」 を定義 す る最 も簡 単 な方 法 は,そ れ を 「帝 国

を 自称す る国家」 ない し 「帝政の国家 」 と限定 す るこ とであ る,と 述 べてい

る。

山本 は さらに内外 の諸 説 を紹介 ・検 討 した う,えで結論 として 「近代 世界 に

お け る国家 と国際 システムの根本 的観念 は,主 権 国家(国 民 国家)と それ ら

の間の非 階層 的な相 互作用 か らな るシス テムであ り,理 念 的に は帝国秩 序 と

異 な る原理 に立脚 す る。」 と指摘 し,「 近代 の帝 国」す なわち 「国民国家段 階

の帝 国」 は,国 民 国家 を中核 とす る帝国的支配 とい う二重存在 として立 ち現
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れ る,と 述べ ている。

山本 に よる と,帝 国 とは多義的概念 であ って,一 義的 には定義 で きない こ

と,近 代 世界 は主権 国家 中心の 体制 であ って帝国秩 序 とは異 な り,近 代 の帝

国は国民国家 を中心 とした帝国的支配 となる とい うことであ る。 そこで問題

とな るの は 「近代 の帝国 は,国 民国家 と帝 国的支 配 とい う異 なる原理の 問に

どの ような折 り合 い をつ けたのであ ろうか。近代 の帝国 はT世 界大で の 自己

膨 張 とい う本質 的欲 望 と国民国家 システムの枠 内 にお ける共存 とい う国際 的

要 請 との間 に どの ような折 り合 い をつ けたのであ ろ うか。」 とい うこ とに な

る。(13)

英国史 の研 究者 木畑洋一 は,帝 国 は広 大 な支配領域 の中に多様な 民族集 団

な どを含み,し ば しばその支配圏 を拡大 しようとす る政治体であ る,と 定 義

してい る。(14)

私 は山本有造 や木畑洋一 らが帝国の概念 を広 げ,そ こに皇帝の支配 ・統 治

の領域 だけで な く,よ り一般的 な広域 支配 ・統 治の領域 を もこの概 念 のなか

に入れて いるの には賛成で ある。 しか し,そ れ な らば,な ぜそ れを帝 国 と呼

ばなけれ ばな らないので あろ うか。 この点で示 唆的 なのはソヴェ ト史研 究 者

木村 英亮 の説 であ る。木村 は先 に取 り上げた吉村 忠典 の業績 を紹介す る一 文

で"theRomanEmpire"を 「ローマの広域 支配」 としている。(15)

上 に見て きた ように,英 語のエ ンパ イアは広域 支配 を も含む広 い概 念 であ

るが,日 本語 の帝 国 はこれ まで主 と して皇帝 の統 治す る国家 として狭 い概 念

で使 われて きた。 しか も,ネ グリとハ ー トが い うエ ンパ イアはこれ まで の広

域 支配 よ りもさ らに広 い地球全体 の統御 を対象 と した ものであ り,か つ,そ

れは領土的境界 を持 た ないのであ る。 それ を 日本語 で は括 弧付 きで はあるが,

旧来 のく帝 国〉とい う用 語 で表 わ し,エ ンパ イ ア=帝 国 として論議 して い る

ことが問題の理解 を妨 げてい る。ネ グリとハ ー トのい うエ ンパ イアは21世 紀

の広 域 支 配 の 一 つ の体 制 で あ り,私 はそ れ を21世 紀 初 頭 の 地球 統 御 体 制

(910balgovernancesystem)に ついての一つ の考 え として理解 してい る。

4.イ ンペ リア リズム とは何 か

1889(明 治22)年2月11日 に明治政府 が大 日本 帝国憲法 を発 布 し,国 名 を
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大 日本 帝 国 と決め たとき,帝 国は新生 日本が輝 か しい未来 に向けて船 出す る

誇 ら しい 呼称 で あった。新 しい帝 国 の元 首 を天 皇(emperor)と し,主 権

(統治権)は 天皇 に属 した。

と きはイ ンペ リア リズ ム(エ ンパ イ ァ主 義)の 時代 であ った。1871年4月

には ドイツで帝 国憲法が発布 された。1873年 の経済恐慌 の翌年,1874年 の総

選挙 にのぞんで英 国の政 治家 デ ィス レリーは これ まで の植民地無用論 を捨 て,

エ ンパ イア的連邦(imperialfederation)を 唱 えて選挙 に勝利 し,内 閣 を組

織 し,よ り大 きなブリテ ンの建設 をめ ざす よ うになった。 イ ンペ リア リズム

は英 国 に とって経済恐慌 か ら脱 し,繁 栄 を取 り戻 し,い っそ うの発展 をめ ざ

す政 策であ った。 インペ リア リズムは プラスの シ ンボルであった。(16)

この プラス の シンボルであ った イ ンペ リア リズ ムがマ イナスの シ ンボル と

な り始 め たの は19世 紀 末か ら20世 紀初 め にかけてで あった。

ロシア の革命家 レーニ ンは 『資 本 主義(キ ャ ピ タ リズ ム)の 最新 の段 階

(ステ ー ジ)と しての イ ンペ リア リズ ム(平 易 な概 説)』 を1916年1-6月 に執

筆 し,1917年 半 ばにペ トログラー ドで合法 出版物 と して上梓 した。彼 による

と,近 代 コ ミュニズム(コ ンミュー ン主 義)の 生 みの親の一人マ ルクスが ま

だ生存 してい た1860年 代 と1870年 代 は資本 主義が 自由競 争の頂点 に達 した と

きで あっ た。 しか し,1873年 の恐 慌 以 降長 期 にわ たる カル テル(企 業連合)

の発展 が始 ま り,19世 紀末の経 済的高揚 と1900年 か ら1903年 にか けての経済

恐慌 を経 て カルテルは経済生活全 体 の基礎 の一つ とな り,資 本主義 はイ ンペ

リア リズ ムに転化 した。イ ンペ リア リズム とは独 占段 階の資本 主義 であ る。

つ いで,レ ーニ ンはインペ リア リズムの基本 的標識 として五つ をあげ,イ

ンペ リア リズム とは次の よ うな発 展段 階 にあ る資本主義 で あ る と規定 した。

す なわ ち,独 占体 と金融資本 との支配が成 立 して,資 本 の輸 出が顕著 な重要

性 を獲得 し,国 際的 トラス ト(企 業合 同)に よる世 界の分割が始 ま り,最 大

の資本主 義諸 国に よるいっ さいの領土 の分 割が完 了 した段 階 の資本主義で あ

る。

実際,1876年 に ヨー ロ ッパ の列 強 はア フ リカの十分 の一 しか コロニー(植

民 地)に して いなかったが,1900年 ころ にはア フリカの十分 の九が コロニー

とな り,列 強 問の世界分割 はほぼ終 わって いた。再 分割の ため には戦争 は避
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け られ なか った。

資本主義 は一方 で は豊か な人 々を生み出 したが,他 方 で は貧 困 に喘 ぐ人々

を生み出 した。一方 では豊 か な国 を生 み出 したが,他 方 では貧 しさに苦 しむ

コロニー を生み 出 した。 イ ンペ リアリズムの時代 はこの貧富 の格 差 を増大 さ

せ た。資本主義 の本 国において もコロニーにおいて も人民 の抵抗 は強 まった。

1857年 の イ ン ド人傭 兵 によるセポイの反乱,1894年 の朝鮮 の 甲午農 民戦争,

1899-1901年 の 中国 の義和 団の蜂起,1899年 の フィ リピ ンの アギ ナル ドの反

米独 立 運動,1899-1902年 の南 アフ リカの ボーア人 の抵抗 な どが続 い た。 イ

ンペ リア リズムが マイナスの シンボル とな り始 めた。(17)

イ ンペ リア リズム につ い て は レ..._.ニン以 前 に も多 くの 人が 論 じて い た。

1902年 には英 国の経 済学者 ホブソ ンが 『イ ンペ リア リズム』 を出版 し,1910

年 に はオー ス トリアのマ ルクス主義者 ヒル フ ァーデ イ ングが 『金 融 資本論 』

を上梓 し,こ の書 は1912年 にロシア語 に翻訳 されてモス クワで出版 され てい

た。

これ らの書 をめ ぐって ヨー ロ ッパの社 会民主主義者のあいだで論争 が展 開

された。 主要 な争点 は イ ンペ リア リズ ムが資本 主義の発展 の一つ の段 階 か,

または,資 本主義 の政 策の一 つか とい うことである。

ドイツのマル クス主義者 カウツキー はイ ンペ リア リズム を資本主義 経 済の

「局 面」 とか 「ステ ップ」 と して理解 す るの は正 しくな く,エ ンパ イ ア を作

る政策,併 合 をめ ざす政策 をイ ンペ リア リズ ム と考 えていた。 レーニ ンも前

述 の 『イ ンペ リア リズム』で 「植 民政策 とイ ンペ リアリズム は資本 主義 の最

新 のス テ ップ以前 に も,さ らには資本主義以前 に も存在 した。奴隷制 に も と

つ くローマ も植民 政 策 を遂 行 し,イ ンペ リア リズ ムを実行 した。」 と述 べ て

い るが,「 資本 主義 のく従前 の〉(〈 〉内,ロ シア語 原文 はイ タリ ック)諸 ス

テージ(段 階)の 資本 主義的植 民政策で さえ金融資本 の植民 政策 とは本 質的

の異 なってい る。」 とその違い を強調 してい る。(18)

イ ンペ リア リズムが 資本主 義の一つの政策 なのか,ま たは,資 本主 義 の0

つの段 階,と くに最 高の段 階 なのか,と い うこ とは革命家 に とって きわめて

重 要 な意味 を もってい る。 イ ンペ リア リズムが資本主 義の一つの政 策で あれ

ば,そ の政 策 を変 え させ れば良い しs資 本 主義 の枠 内でイ ンペ リア リズム を
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変 えさせ るこ とが可能で ある。 イ ンペ リア リズ ムが資本主義 の最新 の段 階 と

い うこ とで あれ ば,ま だ次の段 階で変 え させ るこ とがで きる し,変 わ る可 能

性 があ る。 しか し,イ ンペ リア リズ ムが資本 主義 の最高の段 階 とい うことに

なると,も う後 はな く,落 ちて行 って な くな るか,そ うでない と,資 本主義

その もの をな くさない とイ ンペ リア リズ ムはな くな らない こ とになる。

1914年 に第一次大戦が勃 発 した あ とヨー ロ ッパ の社会民主主義 者 に とって

この問題 は緊急 に解 決 しなければ な らない実践上 の重大 な課題 とな った。 レ

ーニ ンが 『イ ンペ リア リズム』で言い たか った こ とは
,イ ンペ リア リズムは

資本主義 の ひ とつの段 階であ り,現 に戦 われてい る戦争 はイ ンペ リア リズム

の戦争 であ り,こ の戦争 を終 わ らせ るた めに はイ ンペ リア リズ ムその もの を,

資本主義 その もの をな くさなければ な らない とい うことであ った。

この本 は当初 ツアー(帝 政)の 検 閲 を考慮 して 『資本主義 の最新 の段 階 と

してのイ ンペ リア リズム』 とい う書名で 出版 され たが,ツ ア.___の崩壊 後 に書

名が 『資本主 義の最高の段 階 としての イ ンペ リア リズム』 に変 更 され,イ ン

ペ リア リズム は資本 主義 の一つの段 階 最高 の段 階,す なわち,最 後の段 階

として位 置付 け られた。 それ は資本主義 が存在 す る限 り戦争 は避 け られず,

戦争 をな くす ため には資本 主義その ものをな くさなけれ ばな らない と主張す

る もので あった。 レーニ ンの この書 は きわめて政 治的 な書で あ り,革 命の呼

び掛 けの書で あ り,革 命 を正 当化す る書 であ った。

この本が 出版 されてか ら問 もない1917年11月 に レ._._ニンが指導 したボ リシ

ェヴ ィキ革命が成功 し,ソ ヴェ ト政権 が発足 す るこ とにな り,こ の本の権威

は高 まった。 しか し,1956年2月 の ソヴェ ト共 産党 第20回 大会 で は レーニ ン

のイ ンペ リア リズム論 も批判 の対象 とな り,イ ンペ リア リズ ムの もとで も戦

争 は宿命 的 に不可避 ではない とされ るようになった。(19)

以上 を要 約す る と,ヨ ーロ ッパ の諸列 強 は1870年 代初 めか ら1900年 代 にか

けてイ ンペ リァ リズムを掲 げて海外 に コロニ ーを求 めて進 出 した。1914年 に

始 まった第一次大戦 は ヨーロ ッパ の大 国間の領土 の取 り合 いで あった。 レー

ニ ンは この戦争 は交戦 国の どち らの側 か ら見 て もイ ンペ リア リズムの戦争で

あ る と規定 して,こ の戦争 に反対 した。 レー ニ ンはロ シアで革 命 に成功 し,

ソヴェ ト政権 を樹 立 して ロシァを戦争 か ら離脱 させ た。 第一次大戦 で敗 北 し
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た ドイ ツは失地 の 回復 をはか り,ヒ トラーの第三 エ ンパ イアは1939年9月 に

ポ ー ラ ン ドを攻 撃 し,1941年6月 にソヴェ トを奇襲 攻 撃 した。 しか し,1945

年5月 に ドイ ツは敗北 し,第 三エ ンパ イァは崩壊 した。

日本 も同様 であった。 日本 の支配者た ちに とって大 日本帝 国は誇 るべ き国

家 であ った。彼 らは大 日本帝 国を拡大す るため に国の軍事化 をすす め,武 力

を行 使 して台湾,朝 鮮,中 国東北 を獲得 し,さ らには中国全 土,ア ジア全域,

大平 洋の広 範 な海域 まで をも支配下 にお さめ ようと した。 日本帝 国主義 は中

国人民 に とって打倒すべ き敵 となった。(20)

大 日本帝 国は1941年12月 にパ ールハー・バ ー(真 珠 湾)を 奇 襲攻撃 し,米 国

お よび英 国 と戦 争状 態 に入 った。 そ して,1945年8月 に 日本 は敗 北 し,大 日

本帝 国 も崩壊 した。

第二次大戦 にお ける ドイ ツ第三エ ンパ イア と大 日本帝 国の敗北お よび戦後

にお ける コロニーの独 立 によってイ ンペ リア リズムの時代 は終焉 した。 イ ン

ペ リア リズ ムは政 治 とともに登場 し,政 治 とと もに退場 した。それ はイ ンペ

リア リズ ムを擁護す る人に とって も反対す る人 に とって も きわめて政治 的な

用語 であ った。そ れがい ま蘇 って きてい る。ふ たたび政治 とともに。

5.米 国 は帝国 か,そ の政策 は帝国主義 か

この ところ 「アメ リカ帝 国」論や 「現代 帝 国主義」論 が 日本 の論壇 を賑 わ

せ て い る。藤原 帰一 は2002年9月 に上梓 した 『デモ クラシーの帝 国』 にお い

て 「9月11日 事件 と,そ の後 のブ ッシュ政権 の下 におけ る軍事戦 略の展 開 は,

優 位 を利用 し,優 位 を保つ対外政策への転換 だった。冷戦終結後 の10年 間に

は帝 国 となるこ とを 自制 したアメ リカが,こ こで帝 国に変貌 したのであ る。」

と述べ てい る。(21)

また,渡 辺治 は2003年ll月 に発 表 した論 文 「アメ リカ帝 国の 自由市場 形成

戦略 と現代 の戦争」で まず現在の ブ ッシュ政権登場後 に米 国が帝 国 となった

とす る 「ブ ッシュe帝 国論」 を批 判 した うえで,帝 国主義 を第二次大戦 後 に

成立 した現代 帝国主義 とそれ以前の帝国主義の二つ に分 け,ア メ リカ帝 国を

現 代帝 国主義 の基 軸 国,盟 主 と規定 し,次 の よ うな論 を展 開 してい る。

「本稿 で は分析 に二つ の視 角 を採用 したい。 一つ は,冷 戦後 に生 じてい る
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諸事件 を,第 二次世界大戦後 に成立 した現代 帝 国主義 の行動,と りわけその

基軸 国 となったア メ リカ帝 国が一貫 して追求 した,〈 自由な市 場秩序 を形 成

拡大 しようとい う戦略〉(〈 〉内 は渡辺 の原 文で は傍 点)の 一環 と してつか

む とい う視角 である。

自由な市場秩序 を求 める意欲 は,そ のは じめ は19世 紀 中葉 のパ クス ・ブリ

タニカの時代 の イギ リス帝 国に求 め られたが,本 格 的には,巨 大 な生産力 を

獲 得す るに至 った20世 紀 の帝 国主義の時代 を待 って始 まった。 だが,帝 国主

義の時代 は,当 初,卓 越 したヘ ゲモ ニ ー国の存在 しない帝 国主義諸 国の市場

再分 割 をめ ぐる争 闘の時代,す なわち列強帝 国主義 の時代 と して立 ち現 われ

た。単一 の世界市場秩序形成への志 向は,こ うした列強 の中か ら抜 きんでた

力 を持つ アメ リカに よって,第 一次世界大戦後 に開始 されたのであ る。 アメ

リカが め ざした 自由な市場秩 序形成の試み に対 し,r次 大戦 後 に障害物 と

して立 ちはだかったの は,独 自の閉鎖 的勢力 圏の拡 大 を求 める諸帝 国主義列

強,と りわけ ドイツ と日本であ った。 アメ リカはこの障害物 の除去 をめ ざし

て第二次世界大戦 を戦い,首 尾 よ くそ の 目標 を達成 した。 ところが,ア メ リ

カの戦い はこれで は終わ らなか った。大戦後 に 自由 な市場秩 序 に立 ちはだか

ったの は,よ り強大 な ソ連 を中心 とす る社 会主 義市場 圏で あ り,こ う して,

今度 は アメ リカを盟主 とす る現代 帝国主義 と,そ れ に対 抗す る諸力 の連合 の

衝突 が始 まった。 これが冷戦 であ った。45年 続 いた冷戦 は,自 由市場 圏に対

抗 す る ソ連 を盟主 とす る社会 主義 圏の崩壊 とい う劇 的 な形で終焉 したが,今

や 自由市場 に刃向か う新 たな 「敵」 や障害物が台頭 してい る。冷戦後 の世界

も,こ う した 自由 な市場 をめ ぐる新 しい対抗 の場 と してつか まえるこ とが で

きる とい える。」(22)

私 が この渡辺論文 を読 んで まず感 じるこ とは,自 由 な市 場秩序 とか単一 の

世界市場秩 序 を形成拡大す る ことは悪 い こ となの だろ うか,良 い ことなのか,

とい うこ とである。私 は これ は良 い ことであ る思 ってい るので,ア メ リカ帝

国は正 義の味方 とい うこ とになる。 また,第 一次大戦後 か ら戦 間期 を経て第

二次大戦 の終結 にいたる米国 の行 動 を この ように単純化 して よいので あろ う

か と思 うが,こ れ らの問題 について はここで は これ以上触れ ない。(23)

こ こでの問題 は,米 国が藤原の言 うように現在 の ブ ッシュ政権 になって突
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然 ア メ リカ帝国 になったのか,渡 辺が主張す るように,そ うで はな くて現在

の ブ ッシュ政権以前 か らアメ リカは帝国であ り,と くに,第 二次大戦 後 の現

代 帝国主義の なか で基軸 国 ・盟主であるのか とい うことであ る。

私 は米 国が現 在 のブ ッシュ政権 になって突然,帝 国 になった とは考 えて い

ない。 た しか に米 国 は1776年7月4日 に独立 して以来,国 内(南 北)戦 争,第

一次大戦
,第 二次大戦,公 民権 革命 を経て大 きく変化 してい るが,米 国 は0

貫 して アメ・リカ合 衆 国であ って,ア メ リカ帝 国ではない と考 えてい る。

私 は も しも現在 の米 国 をア メ リカ帝 国 と呼 ぶ とす るな らば,ア メ リカは

1492年 にコロ ンブスが アメ リカ大陸 に到達 し,ヨ ー ロ ッパ人が ヨー ロ ッパ大

陸か らアメ リカ大 陸 に移 民 し,先 住民か ら土地 を買 った り,取 り上 げた りし

て国 を作 り始 めて以来ず っ と帝国であ ると考 えている。

北 アメ リカ大 陸は最初 は ヨーロ ッパ大陸諸国の コロニーで あったが,そ の

うち英 国の コロニ ーであ った大西洋岸寄 りの13の ステー トが英 国か ら独 立 し

てア メ リカ合 衆国 を形成 した。米国 はその後 も西部へ と拡 大 し,つ い には太

平洋上 のハ ワイ まで も併合 して今 日に至 ってい る。米国の歴史 は典型 的 な帝

国形成 の歴 史であ る。(24)

しか し,考 えて み る と,ロ シア,中 国,日 本 を含 めて地球上 の多 くの国 は

多 かれ少 なかれ米 国 と同 じような過程 を経 て今 日の国家 になってい るの でs

多 くの国が帝国 とい うこ とになるが,一 般 には現在 の ロシア,中 国,日 本 な

どの国 は帝国 とい わ ないので,米 国 につ いて も最初 か ら帝国で ある とは言 わ

ない。

そ こで話 を戻 して,改 め て現在の米国 はエ ンパ イアか,帝 国か,米 国 の政

策は インペ リア リズムか,帝 国主義か,の 問題 を検討 しよう。

私 は米 国は広域 支配 とい う意味で はエ ンパ イアであ るが,日 本 で一一般 に使

われている皇 帝が支配す る国 とい う意味での帝国で はな く,北 アメ リカ大 陸

を中心 とす る地域 国際社 会であ る と考 えてい る。 また,現 在 の米国 の政策 に

つ い て も,米 国 が現 状 の変 更 を求 め てい るか ら,モ ーゲ ンソ ー流 にい う と

(25),そ の政 策は イ ンペ リア リズム(エ ンパ イア主義)で あ るが,そ れ は広

域 支配主義 であ る。 このエ ンパ イアを帝国 と訳 すか,広 域 支配 と訳す か,イ

ンペ リア リズム を帝国主 義 と訳 すか,広 域支 配主義 と訳 すか は,当 該 国の違
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い と訳者 の政治 的立場 の違 いに よる。

浅 井基文 は渡辺 と同 じ本の なか で帝 国や帝 国主義 とい う用語 を用 いないで

覇権主義 とい う用 語 を用 いて いる。(26)

私が現在 の米国 を帝国 と呼 ばず,そ の政策 を帝 国主義 と言わ ない第一の理

由は,私 が米 国を帝国や帝 国主義 と呼 ぶほ ど,そ の力 を大 きく評価 してい な

いか らで ある。

米 国は第二次大戦後 だ け をとってみて も,朝 鮮戦 争で は勝 てなか った し,

ヴェ トナム戦争で は敗北 した。そ して,現 在 はアフガニス タ ンとイラクで手

こず っている。米国 はこれ らの戦争 の結 果,財 政赤字 と貿易 赤字の双 児の赤

字 を抱 え,財 政 ・金融危機 に陥 って いる。

米 国 はヴェ トナ ム戦争 が段 階的 に拡 大 し始 めた1965年 か ら1997年 まで32年

にわ た り連邦 政府予算 は連 続 して赤字 を続 け,1997年 の連邦 全負債総額 は5

兆3697億 ドル(1ド ル=105円 と して563兆8185億 円)に 達 した。 ク リン トン

政権下 の1998年 に黒字 に転 じ,ク リン トン政権 最終年 の2000年 にはその財政

黒字 は2364億 ドル となった。 ところが,い ままた,ア フガ ン戦 争 とイ ラク戦

争 の結果,現 在 の ブ ッシュ政権 はふ たたび赤 字 に転落 し,2003会 計年 度の財

政赤字額 は3771億3900万 ドル,2004会 計年度(2003年10月 一2004年9月)の 財

政赤字額 は4125億5300万 ドル(43兆3180億6500万 円)に なっている。

日本 の2005年 度 一般会計予算 政府 原案 の歳入 総額が約82兆 円,そ の うち税

収が44兆 円で あるか ら,米 国の2004会 計 年 度の財 政赤 字 は 日本 の1年 間の総

税 収分 にほぼ匹敵す る ことになる。

ヴェ トナム戦争 時の1965年 の財 政赤 字が14億 ドル,1970年 の財政赤字が28

億 ドルであったか ら,そ れが米 国 にお いて もいか に大 きな ものであ るかが良

く分 か る。現在 のブ ッシュ政権 が発足 す る までの米国の最高財 政赤字額 は現

在 の ブ ッシュ大統領 の父 のブ ッシュ政 権最終年 のX992年 の2904億 ドルであっ

たか ら,ブ ッシュ大統領 は親子 で米 国の財政赤 字の記 録 を更新 している。 か

つ て世界 最大 の債権国で あった米 国はい まや世界最大 の債務 国 であ る。(27)

米 国 は貿易収 支 で も大幅 な赤字 を出 してお り,米 国 は世界 な しではやって

い けない。エマ ニュエ ル ・トッ ドが指摘 す るように,米 国は もはや財 政的に

い って,世 界 規模 の栄光 の乞食 にす ぎない。超 大国 アメ リカ とい うのは習慣
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で持 っているだ けの神 話 に しかす ぎない。(28)

トッ ドは さ らに次 の よ うに述べ てい る。 「1980年(実 際 は1979年12月 末 一

中西)の ソ連 軍の アフガニズ タン侵入 はソヴ ィエ ト帝国 の崩壊 を妨 げは しな

か った。 む しろ逆で ある。 イラクに対 す る戦争 は,ア メ リカ ・シス テムの命

を救 うことは ないで あろ う。」「アメ リカはせいぜ い,イ ラクiイ ラ ン,北 朝

鮮,も し くはキ ューバ に立 ち向か う力が あ るにす ぎない のだ。取 り乱 して,

ア メ リカ帝 国のく出現 〉(〈 〉内,日 本語訳 文 は傍 点)を 告発 す る理 由 な ど

これ っばか りもないので あ る。実際 はそれは ソヴ ィエ ト帝 国 に10年 遅 れ て,

解体 の一途 を辿 って いるのだか ら。」(29)

私 は米国 を帝 国 と呼 び,そ の政策 を帝 国主義 と規定す る論者 は米 国の力 を

過大 に評価 してい る と思 っている。

私 が現在 の米国 とそ の政 策 を帝 国や帝 国主義 と規 定 しない第二 の理 由 は,

帝国 とそれ に固有 の帝 国主義 を止 めさせ るためには国家 の体制 を変 え させ る

こ とが必要であ るか らであ る。 それは第一義 的には米 国民 の問題で あ り,私

の力 の及 ばぬ こ とである。 しか も,米 国民 はヴェ トナム戦争 に見 られ るよ う

に,戦 争 を止め させ る力 を持 っている。 また,現 在行 なわれてい るイ ラク戦

争 について も,2004年11月 の大統領選挙結果が示す ように,現 在 の ブ ッシュ

政権 の政策 は米 国の有権者2億 人以上 の うち投 票 した有権 者 の お よそ半 分,

5900万 人 ほ どの支持 しか得 ていない。2008年 の次 の選挙 まで に世 論 の動 向が

変 わる可 能性 が あ る し,米 国憲法 の規 定 に よって大統 領 の任 期 は2期 まで と

決 め られてお り,現 在 のブ ッシュ大統領 は間違 い な く4年 後 に は代 わ る。現

在 の米国の戦争政策 は平和 的 ・民主 的に変 わる可能性が あ る。 この ような可

能性 を持つ国やそ の政策 を帝 国や帝 国主義 と規定 して固定化 しない方が よい

であ ろう。

私 は現在 の米 国の政策 に反対す るものが,「 ア メ リカ帝国反対」 「アメ リカ

帝国主義反対 」 を唱 える ことに反対 しない。 それは政治 的見解 の表明 であ り,

政治的ス ロー ガ ンで ある。私 は よ り具体 的に 「米 国のイラ クに対 す る侵 略戦

争反対」 で よい と思 っている。
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6.む すび

20世 紀 末か ら21世 紀初 めにか けて地球社会 は急 速 に一体化 し,地 球社会 の

構造 が変化 しつつあ る。

これ を もた らした ものの第一 は,1970年 代 か ら急 速 に発展 した科 学技術 革

命,と くに情 報技術 革命であ る。 この革命 に よ り地球上 の多 くの個 人が地球

社会 か ら直接多 くの情報 を得,自 己の主張 を地球社 会 に直接発 せ られ るよう

になった。 地球上 に住 む一入 ひ と りの人 間が 地球社 会の主人公 とな り,地 球

社会 の運命 を決め るこ とがで きるようにな りつつ あ る。

第 二 は,第 二次大戦後の世界秩 序であ ったヤル タ ・ポツ ダム体制 が ヨー ロ

ッパ で は完全 に崩壊 し,ア ジアで も崩壊 の過程 にあ り,ヨ ー ロ ッパ で もアジ

アで も新 しい地球秩 序の形成が進 んで いる。 ヨー ロ ッパ で はすで に ヨー ロ ッ

パ連 合(EU)が25か 国に拡大 し,さ らに大 き くな ろ う として いる。 ア ジァ

で も中 国 を中心 と して南北朝鮮,ロ シア,米 国,日 本 の6か 国 に よる朝鮮 ・

韓半 島情勢 の正 常化 をめ ざす協議が進み,東 南 アジァ諸 国 を中心 として東 ア

ジア共 同体創 設へ の努力 も行 なわれて いる。 すで に南米12か 国 に よって南 ア

メ リカ共 同体 も設立 され ている。広域支配 のための秩 序づ くりが行 なわれて

い る。

第三 は,こ の過程 で ソヴェ ト社 会主義共和 国同盟が解体 し,ソ ヴェ ト同盟

が消 失 し,米 国の地位 が相対 的に向上 した ことであ る。 あたか も米 国が一人

勝 ち したかの ような状況が生 じた。た しか に,米 国 は経済力 で も軍事力で も

世界 一で あ る。 しか し,経 済力で はすで にか つての よ うに ダ ン トツの世界一

で はな い。2002年 の 数値 の試算 で米 国 は国内総 生産(GDP)が10兆4808億

ドル,世 界GDPの33%で あるが,2004年5月1日 に25か 国に拡 大 したEUは9兆

574億 ドル,30%で あ る。(30)

しか も,世 界一 の軍事 力 を もって して もア フガ ンもイラ ク も米 国の思 うよ

うにな らず,ド イ ツ,フ ランス な どのEUの 主 要 国の支持 が得 られ ないので

ある。

第 四は,新 しい地球秩序 を どの ように名付 け るのかで あ る。 なか にはそれ

をエ ンパ イア と呼 ぶ人がい る。それ は論者の 自由であ る。 しか し,私 はネー

シ ョン(natiOn)や ナシ ョナ リズム(natiOnaliSm)が,民 族,国 民,国 家や

「
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民族主義,国 民 主義,国 家主義,国 粋主義,民 族独 立主義 な どと訳 され る よ

うに,エ ンパ イァ とイ ンペ リア リズ ム も,広 域支配 帝 国,覇 権,地 域 国際

社会,地 球統御体制 や広域 支配主義,帝 国主義,覇 権 主義,地 域 国際社 会主

義,地 球統御体制主義 な どと訳 されて よい と考 えてい る。 ネー シ ョンとナ シ

ョナ リズムの内容が 時代 と地域 によってそれぞれ異 な り,日 本語訳 が違 うよ

うに,エ ンパ イア とインペ リア リズ ムの内容 も時代 と地域 に よって異 なるの

で,そ の 日本語訳が違 うの は当然 であ ろ う。米国 をエ ンパ イア とし,そ の政

策 をイ ンペ リア リズム とす る論者 に私 は反対 しないが,私 は米 国を帝 国 とは

せず,地 域 国際社会 とし,そ の政 策 を帝国主義 とはせず,広 域支配主 義 と し

てい る。

第五 は,グ ローバ リゼー シ ョンにはマ イナスの側 面 も存在 す る ことであ る。

米 国の経済学者 ステ ィグ リッツは 自由貿 易の障壁 を取 り払 い,世 界各 国の経

済 を よ り緊密 に統 合す るグローバ リゼ ー シ ョンが必 ず良 い結果 を もた ら し,

世界 中の人び と,と りわけ貧 しい人 び とを豊か にす る可能性 を秘 めてい る こ

とを確信 してい るが,彼 は1993年3月 か らク リ ン トン大統 領 の経済 諮 問委 員

会 に参加 し,1995年6月 か ら1997年1月 まで は同委員会の委員長 を務 め,そ の

あ と2000年1月 まで の3年 間,世 界 銀行のチ ーフ ・エ コノ ミス ト兼上級 副総裁

を務 めた経験 に もとつ いて,グ ローバ リゼー シ ョンのマ イナス面 を次 の よ う

に指摘 している。

グ ローバ リゼー シ ョンは発展途 上国,と くにそ の国の貧 困層 に破 壊 的 な影

響 を与 えている。1997年 は世界 的な金融危 機が始 まった ときで あるが,国 家

を現在 の危機 だけでな く,も っ と永続 的 な不 均衡 に も対応で きる ようにさせ

るために国際通貨基金(IMF)が 押 し進 めた構造調 整政策 は多 くの国で飢 餓

と暴 動 を生み 出 した。

た しか に国家が市場経済 に移行 す る過程 で は多少の痛み を伴 うが,発 展途

上 国がIMFを は じめ とす る国際経 済機 関の助 言 に したが って グ「ローバ リゼ ー

シ ョンと開発 を進め る過程 で経験 した痛 み は必要の レベ ルをはるか に超 えて

いた。 日毎 に増大 しているグローバ リゼー シ ョンへの批判 は発展 途上 国が ダ

メージを負 わされた とい う認識 だけで はな く,現 在 の国際貿易 システムへ の

不 公平感か らも生 じている。(31)
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グ ローバ リゼ「 シ ョンは避 け るこ との で きない歴 史の趨 勢 である。 しか し,

それ には積極 的 な側面 と否 定的 な側面 が あ る。2001年9月11日 の出来事 は こ

の否 定的な側面 に対 す る抗議 の行動 で もあ った。米 国国防総省(ペ ンタゴ ン)

と並 んでニュー ヨー ク ・マ ンハ ッタ ンの世界貿易 セ ンターが破壊 の対象 とな

ったのは偶然 で はない。

問題 は この否 定的 な側面 をで きるだ け少 な くしなが ら,そ れか ら生 じる問

題 を平和 的に解 決す る方途 を講 じ,「 〈真 に公正 な〉 自由な市場秩序 を形成拡

大す る こと」 であ り,「 〈真 に公 正 な〉 自由貿易 の ため に障壁 を取 り払 い,世

界各 国の経 済 をよ り緊密 に統合 す るこ と」 であ る。 これが21世 紀 に解 決すべ

き課題 の一 つであ る。

〈注 〉

(1)ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミ0世 界 経 済 国 際 関 係 研 究 所 主 任 研 究 員 ヴ ィー ク

トル ・イ ワ ー ノ ヴ ィ チ ・ク ズ ネ ツ ォ ー フ に よ る と,グ ロ ー バ リ ゼ ー

シ ョ ン と い う用 語 が 初 め て 使 わ れ た の は 米 国 人 レ ヴ ィ ッ トが1983年

に 『ハ ー ヴ ァ ー ド ・ビ ジ ネ ス ・レ ヴ ィ ユ 』 に 発 表 し た 論 文 に お い て

で あ り,レ ヴ ィ ッ トは こ の 用 語 を 多 国 籍 企 業 が 製 造 し た 製 品 に よ り

諸 市 場 が 融 合 し て い る 現 象 を 示 す も の と し て 使 っ て い る 。 さ ら に,

こ の 用 語 を 広 め た の は ハ ー ヴ ァ ー ド ・ビ ジ ネ ス ・ス ク..__ル で 学 び,

1990年 に 著 書 『国 境 の な い 世 界 』 を 上 梓 し た 日本 人 コ ン サ ル タ ン ト

大 前 で あ る と さ れ て い る 。 大 前 は こ の 書 で 世 界 経 済 は い ま や ヨ ー ロ

ッパ 共 同 体,米 国,日 本 の3セ ン タ ー の 相 互 依 存 で 規 定 さ れ て お り,

個 々 の 国 家 の 経 済 ナ シ ョナ リ ズ ム は 無 意 味 と な り,経 済 舞 台 で 強 力

な ア ク タ ー の 役 を 演 じ て い る の は 地 球 的 な 企 業 で あ る と主 張 し て い

る 。V.ク ズ ネ ツ オ ー フ 「グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン と は 何 か 」 『世 界 経

済 と 国 際 関 係 』1998年2月 号,13ペ ー ジ(ロ シ ア 語)。

(2)JanAartScholte,Theglobali2atiollofworldpolitics,JohnBaylis

andSteveSmith(eds),TheGlobalizationofWorldPolltics'An

introduction亡o加 亡ema亡fo刀alrela亡fons,SecondEdition,OxfordUni-

versityPress,200].,pユ5.



グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン ・エ ンパ イ ア ・イ ンペ リ ア リ ズ ム103

「グ ロ ーバ リゼ ー シ ョン とは世 界 の 人 々 が 一 つ の世 界 社 会,地 球 社

会 に組 み 込 まれ るす べ て の 過程 をい う。」(MarkinAlbrow,1990年)

「グ ロ ー バ リゼ ー シ ョ ン とは_世 界 的 規 模 の 社 会 的 関 係 の増 大 と し

て定 義 され る こ とが で き よ う。 そ れ は 地 方 で起 こ っ て い る こ とが 幾

マ イ ル も離 れ て い る と ころ で起 こっ て い る 出 来 事 に よっ て 形 作 られ

る よ うに遠 く離 れ た諸 地 方 を結 び付 けて い る。 逆 も また 同 様 で あ る。」

(AnthonyGiddens,1.990年)

「グ ロー バ リゼ ー シ ョ ン とは_グ ロー バ ル ・ネ ッ トワー キ ング で あ

る 。 そ れ は こ の惑 星 上 にお い て か つ て は本 質 的 に異 な り,孤 立 して

い た 諸 コ ミュ ニ テ ィ を と も に相 互 依 存 と1Lつ の 世 界1の 統 合 へ とつ

な ぎ合 わせ て い る。」(EmanueiRichter,ド イ ツ語 か らの 翻訳)

「グ ロ ーバ リゼ ー シ ョンへ の傾 向 の諸 特 徴 は次 の こ と を含 ん で い る。

生 産 の 国 際 化,薪 しい 国 際 的 分 業,南 か ら北 へ の新 しい移 民 の動 き,

こ れ らの 過 程 を促 進 す る新 しい競 争 的環 境,国 家 の 国 際化_国 家 を

グ ロ ー バ ル化 さ れ た 世 界 の 一 機 関 に変 え る な どで あ る 。」(Robert

Cox,1994年)

「世 界 は グ ロ ーバ ル な シ ョ ッピ ング ・モ0ル に成 りつ つ あ る。 そ こ

で は ア イ デ ア と製 品 が どこで も同 時 に入 手 可 能 で あ る。」(Rosabeth

MossKanter,1995年)

「グ ロ ーバ リゼ ー シ ョン とは わ れ わ れ が 第 三 世 界 にお い て 数 世 紀 の

あ い だ植 民 地 化 と呼 んで きた こ とで あ る。」(MartinKhor,1995年)

「グ ロ ーバ リゼ ー シ ョン とは社 会 的 関係 と処 理 の 空 間的 組 織 の 変 容

を体 現 す る一 過 程(ま た は一 連 の 過程)と して考 え る こ とが で きる。」

(DavidHeld他,1999年)

(3)ク ズ ネ ツ ォー フ,前 掲 論r文,13-14ペ ー ジ。

(4)1.1.マ ズ ー ル/A.N.チ ュ マ コー フ主 編 『グ ロバ リス チ カ:百 科 事 典 』

学術 ・応 用 プ ロ グ ラ ム ・セ ンター 「デ イ ア ロ グ」;ラ ー ドゥ ガ 出版

社sモ ス ク ワ,2003年,181-186ペ ー ジ(ロ シ ア語)。

た と え ば,Aエ ウ0ト キ ンは 「グ ロー バ リゼ ーシ ョ ン とは 諸 国民 経

済 が 単 一 の全 世 界 的 な シス テ ム に融 合 す る こ とで あ る。 こ の シス テ
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ム が 依 拠 して い る の は,資 本 の急 速 な移 動,世 界 的 な新 しい情 報 の

開放 性,テ ク ノ ロ ジー 革 命,商 品 と資 本 の 動 きの 自由化 に対 す る発

達 した工 業 諸 国 の 支持,コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの接 近,惑 星科 学 革 命

で あ る。 この シス テ ム に特 徴 的 な の は,国 家 間 の社 会 的 な動 き,新

しい 運 輸 の 形 態,テ レコ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・テ ク ノ ロ ジー,国 際 的

な教 育 シス テ ム で あ る。 諸 国 と諸 大 陸 の漸 進 的 な接 近 は人類 史 全 体

を覆 っ て い る。 しか し,こ の 接 近 が 革 命 的 に速 い テ ンポ で 行 な わ れ

た の は2度 だ け で あ る。」 と述 べ,そ れ は最 初 は19世 紀 か ら20世 紀 に

か け て で あ り,二 回 目は1970年 代 末 か らで あ る と して い る。 この よ

うに ウ ー トキ ンは グ ロー バ リゼ ー シ ョ ン を主 と して経 済 的 ・科 学 技

術 的 に捉 えて い る。

また,A.S.パ ナ ー リ ン は 「グ ロ ー バ リゼ ー シ ョ ン と は単 一 の 相 互

に結 びつ い た 世 界 の形 成 過 程 で あ る 。 そ の 世 界 で は諸 国 民 は お馴 染

み の 保 護 貿 易 主 義 的 障壁 と境 界 に よ っ て 互 い に 分 け られ て は い な い

が,同 時 に こ れ らの 障壁 と境 界 は諸 国 民 の 交 流 を妨 害 し,諸 国民 を

無 秩 序 な外 部 の 影 響 か ら守 っ て い る 。 根 本 的 に 重 要 な意 味 を持 っ て

い る の は 次 の 事 実 で あ る。 す なわ ち,開 か れ た,グ ロー バ ル化 しつ

つ あ る世 界 の新 しい シス テ ム に近 付 い た諸 国 民 と諸 国 家 が 同 じよ う

に準 備 され て お らず,そ の 経 済 力,軍 事 戦 略 力,情 報 力 にお い て 著

し く異 な って い る こ とで あ る。」 と述 べ,ウ ー トキ ンよ りは グ ローバ

リゼ ー シ ョ ンを よ り広 い観 点 か ら捉 え よ う と して い る。

しか し,M.G.デ リ ャー ギ ンは 「グ ロ ーバ リ ゼ ー シ ョ ンは新 しい,

主 と して コ ン ピュ ー タ ・テ ク ノ ロ ジ ー を土 台 と した単 一 の全 世 界 的

な 財 政 ・情 報 圏 の急 激 な形 成 過 程 で あ る。 この 点 に グ ロー バ リゼ ー

シ ョ ン と イ ンテ グ レ ー シ ョ ン(統 合)の 違 い が あ り,グ ロ ー バ リ

ゼ ー シ ョンは イ ンテ グ レー シ ョ ンの最 高 の ス テ ー ジ(段 階)で あ る。」

と規 定 し,グ ロー バ リゼ ー シ ョ ン を もっ ぱ ら科 学 技 術 の発 展 に も と
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